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これまで開発してきた高線量場でも使用可能で全方向からのガンマ線の到来方向を測定可能なコンプト

ン型カメラを用いて福島第一原発敷地内および J-PARC 3GeV シンクロトロンのビーム照射後の残留放射能

を測定し、高線量環境下で様々な放射能分布の可視化が可能であることを実証した。 
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1. 緒言 

我々ガンマアイチームは高線量場でも使用可能で全方向からの

ガンマ線の到来方向を測定可能なコンプトン型カメラを開発した。

安価かつエネルギー分解能の高い 1/2 インチNaI (Tl)無機シンチレ

ーター6 個を、対称性を考慮して正八面体の頂点に配置している。

2016 年 9 月の原子力学会では、福島第一原発の敷地内 0.2mSv/h

の環境下で広がった分布を持つガンマ線源の測定結果を速報した。 

2. 実証試験 

今回、開発した検出器を用いて福島第一原発で測定した結果の

詳細[1]とともに、数 10μSv/h ～1mSv/h の高線量場が存在する

J-PARC 3GeV シンクロトロンのビーム照射後の残留放射能を測定

した結果を報告する。実際に線源が広がって分布する場所におい

ても既知の線量分布と一致する正しいガンマ線イメージングが可

能であることを実証した。さらに、サーベイメータの測定では見

逃されていたホットスポットを発見することもできた(図 1,2)。  
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図 J-PARC 3GeV シンクロトロン

のビーム照射後の残留放射能を測

定。図 1：光学写真。数値はサーベ

イメータによる空間線量。図 2：ガ

ンマ線イメージのモザイクを重ねた

もの。青、緑、赤の順にガンマ線強

度が高くなる。 
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